
一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

定例会審議結果一覧
★ 議員提出議案
■ 表決を行ったもの

◆ 請願・陳情

◆ 議　案　等

臨時会審議結果一覧
◆ 議　案　等

議案番号
認 定 第 1 号
認 定 第 2 号
議 案 第 3 8 号
議 案 第 3 9 号
議 案 第 4 0 号
議 案 第 4 1 号
議 案 第 4 2 号
議 案 第 4 3 号
議 案 第 4 4 号
議 案 第 4 5 号
議 案 第 4 6 号
議 案 第 4 7 号
議 案 第 4 8 号
議 案 第 4 9 号
議 案 第 5 0 号
議 案 第 5 1 号
議 案 第 5 2 号
議 案 第 5 3 号
議 案 第 5 4 号
議 案 第 5 5 号
議 案 第 5 6 号
議 案 第 5 7 号
議 案 第 5 8 号
議 案 第 5 9 号
議 案 第 6 0 号
議 案 第 6 1 号
議 案 第 6 2 号
議 案 第 6 3 号

付託委員会
決 算 特 別
決 算 特 別
予 算
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
建 設 産 業
予 算

議決結果
認 定
可決並びに認定
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
承 認

議　　　　案　　　　名
令和３年度勝山市歳入歳出決算の認定について
令和３年度勝山市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
令和４年度勝山市一般会計補正予算（第６号）
令和４年度勝山市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和４年度勝山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和４年度勝山市介護保険特別会計補正予算（第２号）
令和４年度勝山市下水道事業特別会計補正予算（第４号）
令和４年度勝山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
令和４年度勝山市水道事業会計補正予算（第４号）
令和４年度勝山市市有林造成事業特別会計補正予算（第１号）
勝山市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
勝山市職員の給与に関する条例の一部改正について
勝山市行政組織条例の一部改正について
勝山市職員の定年引上げに伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について
勝山市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について
附属機関の整理に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について
行政不服審査会条例の制定について
損害賠償の額を定めることについて
勝山市男女共同参画推進条例の一部改正について
勝山市手数料条例の一部改正について
勝山市印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正について
子ども・子育て支援審議会条例の制定について
老人ホーム入所判定委員会条例の制定について
予防接種健康被害調査会条例の制定について
就学支援委員会条例の制定について
上下水道料金制度審議会条例の制定について
令和４年度勝山市一般会計補正予算（第５号）に関する専決処分の承認を求めることについて

議案番号
議 案 第 6 4 号

付託委員会
予 算

議決結果
可 決

議　　　　案　　　　名
令和４年度勝山市一般会計補正予算（第７号）

受理番号

陳 情 第 6 号

陳 情 第 7 号
陳 情 第 8 号

付託委員会

総務文教厚生

建 設 産 業
総務文教厚生

議決結果

不 採 択

趣 旨 採 択
不 採 択

要　　　　　　　　旨　　　　
直ちに特急乗り入れ工事を中止し、北陸新幹線が大阪へ延伸するまで、特急「サンダーバード」
「しらさぎ」を、現行のまま存続させるよう、国に対する意見書を提出することを求める陳情　　　
最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める陳情書
地方行政･地方議会において､民主主義の根幹である参政権･請願権を守る為の陳情　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
遺
族

会
が
結
成
さ
れ
、
集
団
訴
訟
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
来
は
、
こ
の
よ
う
な
被
害
者

を
出
さ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
情
報
の
リ
ス

ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
平
等
に
周

知
す
る
べ
き
だ
。

　
こ
れ
ま
で
国
民
に
示
し
て
き
た

資
料
に
は
、
あ
た
か
も
ワ
ク
チ
ン

未
接
種
者
が
心
筋
炎
、
心
膜
炎
を

発
症
し
や
す
い
よ
う
に
見
せ
か
け

た
り
、
陽
性
者
に
な
り
や
す
い
よ

う
に
見
せ
か
け
た
り
と
、
事
実
と

は
全
く
逆
の
資
料
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
を
提
示
し
て
き

た
が
、
市
で
は
調
べ
た
の
か
。
ま

た
、
市
で
周
知
を
図
れ
る
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
係
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
、
厚

生
科
学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク

チ
ン
分
科
会
等
で
審
議
を
受
け
、

厚
生
労
働
省
か
ら
提
供
さ
れ
て

い
る
。

　
厚
生
労
働
省
が
提
供
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
は
す
べ
て
厚
生
労
働

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で

き
、
ま
た
勝
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
リ
ン
ク
を
掲
載
し
て
お
り
、

個
別
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
つ
い

て
周
知
の
是
非
を
判
断
す
る
こ
と

は
な
い
。

　
　
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

情
報
は
膨
大
に
あ
り
、
調
べ
る
市

民
の
負
担
が
大
き
過
ぎ
る
。

　
次
に
、
別
の
観
点
か
ら
も
情
報

を
共
有
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
調
査

を
個
々
人
に
求
め
る
の
は
異
常
で

あ
る
。

※

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
09
年
10
月
〜
22
年
３
月
の
間

に
20
件
の
死
亡
例
が
あ
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
22
年
９
月
ま

で
の
約
１
年
半
で
約
１
６
７
０
件

の
死
亡
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

※

②
財
務
省
が
作
成
し
た
資
料
で

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ

ナ
を
比
較
し
、
重
症
化
率
等
が
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

※

③
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制

度
認
定
者
数
で
は
、
制
度
が
で
き

て
か
ら
約
45
年
で
最
も
多
く
認
定

者
数
を
出
し
た
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン

は
１
０
４
１
件
だ
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
開
始
か
ら
２

年
足
ら
ず
で
１
２
２
８
件
の
健
康

被
害
者
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

（
11
月
24
日
時
点
）

　
他
市
で
は
、
偏
っ
た
情
報
に
な

ら
な
い
よ
う
独
自
に
周
知
方
法
や

接
種
券
の
一
律
配
布
方
法
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。
市
民
に
誠
実

な
対
応
を
し
て
こ
そ
、
我
々
の
仕

事
で
あ
る
。

　
　
本
家
　
勝
山
小
笠
原
の
会
で

は
、
親
子
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
や

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
清
掃
活

動
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
中

高
生
な
ど
が
現
地
を
見
学
し
て
、

勝
山
の
歴
史
を
学
校
な
ど
で
学

ぶ
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
市
の
協

力
を
お
願
い
し
て
ほ
し
い
と
懇
願

さ
れ
た
。

　
２
０
２
４
年
は
小
笠
原
公
が
勝

山
に
入
封
し
て
か
ら
３
３
３
年
目

の
記
念
の
年
と
な
る
。
こ
の
時
期

に
小
笠
原
３
３
３
年
祭
と
し
て
何

か
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
か
考
え

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
市
民
の
取
り
組
み

を
北
陸
新
幹
線
の
誘
客
施
策
の
１

つ
と
し
て
取
り
組
む
計
画
は
あ
る

の
か
伺
う
。

　
　
第
６
次
総
合
計
画
の
政
策
目

標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
や
り
た

い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
ま
ち
を
創

る
」
た
め
に
、
わ
く
わ
く
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
事

業
補
助
金
な
ど
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
、

ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽
し
み
な
が

ら
小
笠
原
公
を
顕
彰
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
教
育
会
館
３
階
に
あ
る
市
史

編
さ
ん
室
は
、
大
変
狭
く
、
閲
覧

し
に
く
い
状
態
に
あ
る
。
文
化
財

保
護
・
保
全
の
た
め
に
市
立
図
書

館
２
階
に
あ
る
行
政
資
料
室
に
移

転
し
て
は
ど
う
か
。

　
さ
ら
に
、
勝
山
市
全
体
が
分
か

る
郷
土
資
料
館
の
設
置
や
市
内
に

点
在
す
る
資
料
館
の
環
境
整
備
、

専
門
家
の
配
置
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

　
　
図
書
館
の
行
政
資
料
室
は
、

図
書
館
の
重
要
な
機
能
の
１
つ
に

な
っ
て
お
り
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

　
各
時
代
を
象
徴
す
る
文
化
財
関

連
施
設
（
縄
文
遺
跡
等
資
料
室
、

白
山
平
泉
寺
歴
史
探
遊
館
ま
ほ
ろ

ば
、
旧
木
下
家
住
宅
、
は
た
や
記

念
館
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
）
を
巡
る

こ
と
で
、
勝
山
市
全
体
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
。
文
化
財
関
連
施
設
が
一

体
と
な
っ
て
勝
山
市
の
歴
史
・
文

化
を
知
る
機
会
の
創
出
や
情
報
発

信
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
歴
史

や
文
化
を
身
近
に
感
じ
、
気
軽
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
方
策
を
検
討

し
て
い
く
。

　
ま
ほ
ろ
ば
と
ゆ
お
め
ー
れ
勝
山

に
は
学
芸
員
を
常
駐
さ
せ
、
ジ
オ

や
歴
史
、
考
古
学
の
専
門
員
・
学

芸
員
は
商
工
文
化
課
に
配
置
し
て

い
る
。
展
示
や
講
座
の
開
催
に
は

学
芸
員
等
を
参
集
し
、
議
論
を
し

て
進
め
て
い
る
。

● 新型コロナ対応について

● 小笠原３３３年祭への協力と北陸新幹線開通に対しての誘客について
● 市史編さん室の図書館移設と勝山市立郷土資料館設置の提案

その他の質問
・中学校再編計画について
・公立保育園の廃園理由について

◆ 表 決 結 果

○＝賛成、×＝反対、不＝不在、議長＝議長職（通常は採決に加わらない）
※趣旨採択とすることの賛否をはかりました

乾

　章
俊

山
田
安
信

帰
山
寿
憲

松
山
信
裕

丸
山
忠
男

下
道
惠
子

近
藤
栄
紀

下
牧
一
郎

吉
田
清
隆

竹
内
和
順

久
保
幸
治

高
間
清
一

冨
士
根
信
子

安
岡
孝
一

中
山
光
平

松
本
聖
司
郎

反
対
票

賛
成
票

総
投
票
数

議　 案　 番　 号

認 定 第 1 号
議 案 第 4 9 号
議 案 第 5 0 号
議 案 第 5 1 号
議 案 第 5 5 号
陳 情 第 6 号
陳 情 第 8 号
陳 情 第 7 号

投票数

議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長

15
15
15
15
15
15
15
15

13
13
13
13
13
5
1
13

2
2
2
2
2
10
14
2

○
○
○
○
○
×
×
○

○
○
○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
○
×
×
○

○
○
○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
○
×
×
○

○
○
○
○
○
×
×
○

○
○
○
○
○
×
×
○

○
○
○
○
○
×
×
○

○
○
○
○
○
×
×
○

○
○
○
○
○
×
×
○

○
○
○
○
○
×
×
○

○
○
○
○
○
×
×
○

×
×
×
×
×
○
×
×

×
×
×
×
×
○
○
×

※意見が分かれた案件については、電子表決システムを使って記名投票を行っています。

※

※③※①②

その他の質問
・市民、議員、行政間で発生する
　コミュニケーション不全について

中
山
光
平
議
員

 

市
民
の
会

冨
士
根
信
子
議
員

 

市
民
の
会

２議会だより  かつやま ８６号（２０２３年１月）１１ 議会だより  かつやま ８６号（２０２３年１月）


